




















　調査（ 2 ）若年層調査（アンケート）…アンケート用紙を用いての調査、調査（ 1 ）との
比較。複数回答可。
　調査（ 3 ）文献調査…富山県方言の親族呼称について記述した文献から呼称を収集し、調





















○　出身地が市外… 4 人（内、出身地が県外の人は 3 人（全て石川県））
○　南砺市在住… 6 人（男性 4 人　女性 2 人）内訳は福野町 2 人　福光 1 人　五箇山 3 人
○　高岡市在住… 1 人













の16人で、「タンチ」は 6 人、「アンサマ」は 3 人（「オアンサマ」も「アンサマ」に含む）、「ア





















































































あまり使わない 3 9 %
使用しない 10 30%
― ―5


































































































3 通りにわけて回答してもらったところ、「使う」と回答した人が 3 人、「（使用するが以前




2 － 4 ．調査（ 1）「次女以降」の呼称について
　「次女以降」の呼称としてあげ





















































使用する 0 0 %



















































マ」「アンチャン」と調査（ 1 ）で回答率が高かった 2 つをあげている。調査（ 1 ）で見ら
れるこの 2 つの語の性差も氷見市内の中学生には少し確認できるが、五箇山の高校生には見
られない。






　「ネネ」「ボン」は調査（ 1 ）では収集されなかった語で、調査（ 3 ）では「ネネ」は「乳
児」を、「ボン」は「息子」を指す。同時に行った「回答した呼称は家庭内で使われているか」
という問いに対し、「ボン」「ネネ」を回答した 2 人ともが「使用されていない」と答えた。




































が高かったのもこの 2 つの語である。調査（ 1 ）の使用・使用頻度の変化の調査でも「長男」
「嫁」は積極的使用の割合が高かった語で、その影響が見える。
4 ．調査（ 3）文献調査
4－ 1．調査（ 3）文献と調査（ 1）・（ 2）の比較
　次の表では『越中郷土研究第四巻四号～九号』昭和15年 5 月から昭和16年 3 月に掲載され
たものから親族呼称をまとめて、調査（ 1 ）と調査（ 2 ）で収集された語と比較した。
標準語 方言 使用地域 階層 調査（ 1 ） 調査（ 2 ）
兄 アンドン 中・婦 × ×
アンマ 全県下 長男 長男
アンカ 東・西・射・高 ･ 氷 中　下 長男 ×
アンチャン 富・高 上　中 長男 長男
息子 タンチ 氷 長男 ×
ボン 氷 × 次男
アンチャン 富・高・下 長男 長男
アンマ 下・中・東 長男 長男
アンボ 下・中・東 × ×
娘 アンネ 全県下 長女 長女
タータ 氷・高・東・西 上 次女・長女 ×
ネーマ 射 下 × ×
ニョーボッコ 下 × ×
ネーチャ 中 × ×
ネーヤ 中 長女 ×
乳児 ネネ 全県下 × 次男・長女・次女
ガゴ 中 末子 ×
花嫁 ヨメサ 中・下・上・氷・射・婦 嫁 ×



























4 4 4 4
といふ
○四十歳頃まで妻は夫をあんはん
4 4 4 4
と呼べり
○二・三男の戸主になりたるをおッさん


















































































とやま統計ワールド（2008/12/ 5 参照 http://www.pref.toyama.jp/sections/1015/index 2 .html）

